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ーアーティスト・ワークショップの実践からー



 NPO法⼈�芸術家と⼦どもたちではこれまで、学校に始まり、⼦どもたちのいるあらゆる場所に出向きアーティ
スト・ワークショップを⾏ってきました。児童養護施設などの児童福祉施設で暮らす⼦どもたち、学習⽀援の場
や⼦ども⾷堂に通う⼦どもたちとの出会いの中で、⼦どもたちをめぐる昨今の課題を実感しています。
 家庭の経済的貧困が学習や体験の機会を奪い、将来的に所得の低い職業につかざるを得なくなるという貧困
の連鎖が⽣じていること。また、当団体の事務局がある豊島区は、⼈⼝の約 12.3％が海外にルーツを持ち※

その家庭で育つ⼦どもたちの中には⾔語や習慣の違いに苦しんでいる⼦どもたちもいること。
 ⼦どもたちに、⽣まれ育った家庭の経済状況・社会状況に関わらず、⾃分の⼈⽣を豊かに⽣きていってほしい。
それには家庭や施設の垣根を越えて⼈と⼈とが⽀えあえる、⼦どもたちを多くの⼿で⽀えていける地域・社会の
実現が必要だと私たちは考えます。

そこで

それによって

アーティスト・ワークショップによって⼦どもたちが交流できる場をつくることで、当事者同⼠がつながりを持つこと

※住⺠基本台帳（2025 年 1⽉1⽇現在）より算出

多様な困難を抱えた⼦どもたちへの⽀援が拡充されること
彼らの地域社会への参加や⾃⽴が促されること

を願い、この活動を続けています。

関係施設や団体、 連携機関等と協働してアーティスト・ワークショップの場をつくっていくことで、⼦どもたちを⽀えるつながりが強化されること

私たちの
願い
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豊島区内3つのエリアで6⽉からワークショップを実施。12⽉〜3⽉にかけては、
それぞれのエリアの参加者とアーティストが集まって交流ワークショップも開催しました。

アーティスト 渡辺⿇依［演出家・俳優］
酒井直之［振付家・ダンサー］

アシスタントアーティスト
佐藤円［俳優］
ケンノスキー［パフォーマー］
鈴⽊亜希⼦ ［俳優・企画］
豊⽥ゆり佳 ［ダンサー］

参加⼈数 9 ⼈
開催⽇

交流ワークショップ 展覧会12/27 , 2/2 , 3/1（発表会） 3/14 , 15 , 16

演劇＆ダンスワークショップ
北大塚エリア

それぞれのエリアでやってきたことを持ち寄ってパフォーマンス作
品をつくり、全3回の交流ワークショップの最終⽇には旧⽂成⼩学
校体育館で発表会をしたり、美術ワークショップで創作したものを
展⽰して、としま区⺠センターで展覧会を開いたりしました。⼦ど
もたち同⼠の交流はもちろん、地域とのつながりが広がりました。

交流の記録

2024年度

実施データ

計13 回

アーティスト 岩井成昭［美術家］

ゲストアーティスト
Arthur�De�Oliveira
Riska�Hapsari
Caroline�Sato
Gao�Zijin

参加⼈数 8⼈
開催⽇

美術ワークショップ
池　＆要町エリア

計 9 回

アーティスト ⼩⼭まさし［振付家・ダンサー］
中村⼤史［⾳楽家・作曲家］

アシスタントアーティスト 泊舞々［ダンサー］ ワークショップアシスタント ⻄川汐

参加⼈数 16 ⼈
開催⽇ 6/20 , 7/25 , 8/29 , 9/26 , 10/10

11/28 , 12/26 , 1/9 , 2/20 , 3/6

ダンス＆⾳楽ワークショップ
長崎&千早エリア

計10 回

千川
⾼松要町

千早
⻑崎

南⻑崎
⻄池袋

池袋 上池袋
北⼤塚

巣鴨
駒込

南⼤塚東池袋

南池袋

⽬⽩
⾼⽥
雑司が⾕

池袋本町 ⻄巣鴨

交流ワークショップ・発表会・展覧会を⾏った場所
ワークショップを⾏った場所

7/8 , 1/12 , 19 , 25 , 2/9 , 22
3/14 , 15 , 16

6/2 , 7/7 , 8/13 , 9/14 , 23 , 10/12 , 14
11/2 , 16 , 12/28 , 1/13 , 2/16 , 3/15
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枠が決まっていない分、⾃由度⾼く⼦どもたちの好奇⼼に寄り添える
�ここ� ならではのワークショップ。⼀⾒何をしているかわからない、
何に向かっているかわからないように⾒えることもあるかも
しれないけれど、その中で起きている些細な出来事が
愛おしくて尊い。⼈と⼈とのつながりや、
居⼼地のよさ、⾔葉を介さないコミュニケーションなど、
⽬に⾒えない温かい何かが⽣まれていました。

ダンス演

アイルランド⾳楽に使われる楽器など� ��
普段ふれる機会があまりないようなものから⾝近な楽器まで�� ��

それぞれが興味を持った楽器を⾃由に鳴らしながら、� �
新しい⾳やリズムに出会い、全⾝で味わう時間。 

ルーツがある国に馴染みのある曲を演奏してくれる⼦も。������  アーティストや⼤⼈の私たちが新しい⾳楽に���  出会う機会にもなっています。

⾳楽にあわせてとにかく踊る。
⽬をあわせたり、相⼿の動きを受けて踊ったり、
⾔葉がなくとも⽣まれるコミュニケーション。

⼦どもたちがかき鳴らす楽器の⾳にあわせることも。
⾳と踊りのゆるやかなセッション。

エンジョイ！フリーダンス！

アーティスト・ワークショップって、
どんなことをしたの？

������発表会でつかう舞台美術も������みんなで⼀緒につくりました。�����どんな⾊の組み合わせにしようかの話が����いつの間にか、最近あったこと、�⾃分の好きなものなど、他愛もないおしゃべりへ。

��影絵を使った動物クイズがスタート！�� ⼿だけで影をつくる⼦もいれば、���全⾝をつかって表現する⼦も。��みんなの前に出るのはちょっと恥ずかしい⼦もいつもより⼤胆な姿を⾒せてくれるのは影絵の魔法。

��これな〜んだ？影絵で表現

�����⾐装や⼩道具づくりはみんなで協⼒

⾳やリズムに出会う
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音楽 美術

アーティストから⼀⼈ひとりの
素敵なところが伝えられ、� 

嬉しそうな⼦どもたちの姿が ���  
ありました。�����    

最後はみんなの作品を
並べてフィードバック

「こうしてみたい！」からこだわりの創作
様々な国にルーツを持つアーティストをゲストに迎えて、
毎回いろんなテーマで作品をつくって、最後は展覧会を開催。
 ブラジル出⾝のアーティストの回には、⾝近にある段ボールや
  ⼩物をポケット織機にして、好きな⾊の⽑⽷を選び、
   カラフルな織物ができました。

アーティストが即興的に繰り出す動きを真似してみたり、
今度は⼦どもたちの動きを真似してみたり。
⾝体と⼼をほぐしていきながら、まずはお互いを知り、
関係性を丁寧に築いていきました。

⾝体と⼼をほぐす
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美術

アーティスト
表現とコミュニケーションの専⾨家。
ワークショップの内容を検討。

⼦どもたちと⼀緒になって、その時間、
空間をつくる。

地域の⼦どもたちのために、⼦ども⾷堂や
学習⽀援、プレーパークの運営などを⾏っている。

利⽤者の⼦どもがワークショップに参加。
参加者募集や⼦どもの送迎の協⼒。

［�今回の活動への関わり�］

［�今回の活動への関わり�］

［�今回の活動への関わり�］

利⽤者の⼦どもがワークショップに参加。
参加者募集や⼦どもの送迎の協⼒。

お⺟さんとお⼦さんが⼀緒に
⽣活する児童福祉施設。

利⽤者の⼦どもがワークショップに参加。
参加者募集や⼦どもの送迎の協⼒。

展覧会協⼒：イミグレーション・ミュージアム・東京（IMM）

地域の⺠⽣児童委員が中⼼となって
学習⽀援を⾏っている。
まなびすたーり

認定NPO法⼈豊島⼦どもWAKUWAKUネットワーク

⺟⼦⽣活⽀援施設愛の家ファミリーホーム

NPO法⼈芸術家と⼦どもたち
活動の企画・運営。
ワークショップの
コーディネーター。

⼦どもたち
ワークショップの実施

⽀援 ⽀援

⽀援
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 ⼦ども⾷堂など⾷事や学習の⽀援、遊び場の提供など、多様な居場所・多様な⽀援の
かたちがありますが、私たちは演劇やダンス、⾳楽、美術といったアートを介して創造性
を育む継続的な⽀援も重要だと考えています。
 何かをつくりだす経験、いつもとちょっと違う⾃分を発⾒する経験、仲間と悔しさや
哀しみ、喜びを分かちあう経験Ï。
 アートという正解のないものに取り組む中で⼦どもたちは様々なことを感じ取っている
はずです。余⽩や遊び⼼を持ちあわせているので、⼦どもたちのアイデアに寄り添い、
⼀⼈ひとりが輝ける場所を探せるのも、また、⾮⽇常的な体験に⼼を動かされたり、⾃分
にはこんな感情があったんだ、こんな価値観を持つ⼈がいるんだと、まだ知らぬ世界へ
連れて⾏ってくれたりするのも、アートの素敵なところだと思います。
 アートやアーティストと出会うここでの時間は、その⼦の⼈⽣に何か直接役に⽴つわけ
ではないかもしれませんし、効果がすぐに⽬に⾒えるものではないかもしれません。それ
でも、⽣きづらさを抱えている⼦どもたちの⼼に、いつか花開くかもしれない豊かさの
種として届いていることを信じています。
 アートで⼦どもたちを⽀えるネットワークを広げ、孤⽴を絶つ。そして、⼦どもたちの
未来を、幸せを願っている⼤⼈が幾⼈もいることを感じてほしい。⼦どもたちが⾃分で
歩む道を選び、⾃⽴していける社会を願い、私たちはこれからもアーティストと⼦どもたち
との出会いの場をつくり続けていきます。

もし、アートやアーティストとの出会いを届けたい⼦どもたちが近くにいましたら、ご⼀緒しませんか。

アートの
可能性
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私たちの活動に賛同し、協賛・助成・寄付といった形で⽀援していた
だける企業・財団・個⼈の⽅をお待ちしています。ご関⼼をお持ちの
⽅は、ぜひ事務局までお問合せください。

NPO法⼈�芸術家と⼦どもたち�
〒170-0011�東京都豊島区池袋本町4丁⽬36 -1��旧⽂成⼩学校2階
TEL｜03-5906-5705 FAX｜03-5906-5706 MAIL｜mail@children-art.net
HP｜https://www.children-art.net/
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発⾏者｜特定⾮営利活動法⼈�芸術家と⼦どもたち
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※無断転載・複製を禁ず


